
東北文化学園専門学校同窓会 役員会 議事要録 

 

日     時 平成２６年２月１日（土） １０：００～１１：３０ 

場     所 岩松旅館（作並） 会議室 

出  席  者 立石浩一（会長） 

 加藤俊一（副会長） 

 須藤智裕（理事） 

 川崎美香（理事） 

 宍戸雅人（監事） 

 高橋勝則（顧問） 

 千田利朗（事務局） 

 冨田 武（事務局） 

列  席  者 小島 郁子（顧問候補） 

 増田 学身（顧問候補）             以上１０名 

欠  席  者 竹内寿禎（理事）津崎吾郎（理事） 

資     料    

1. 平成２５年１１月２１日開催議事要録案 

2. 第九コンサート事業報告書 

3. 平成 25 年度卒業制作展ＤＭ 

4. 役員名簿 案 

5. 平成 25 年度事業計画案  

 

開催に先立ち、立石会長のあいさつがあり、会長の依頼により、司会進行を高橋顧問が行なうこ

とを承認した。 

議     事 

１． 前回役員会議事録承認 

資料１により、平成 25 年１１月２１日（木）開催役員会議事要録（案）について確認し、承認さ

れた。 

 

２． 報告事項 

（１） 協賛参加した学校法人東北文化学園大学主催の第九コンサートについて、開催後に土屋

理事長より立石会長あてに事業報告書が提示されたこと。来場者数は 1411 名であったこと。

次年度の開催も計画されていることが紹介され、次年度の協賛参加も検討したいこと。 

（２） 協賛参加する卒業制作作品展（平成 26 年 2 月 7 日から 9 日までせんだいメディアテー

クにて）のダイレクトメールとチラシについて報告されたこと。出品数や公開プレゼン等、

展覧会の実施概要が説明されたこと。 

（３） 東北文化学園専門学校卒業式が 3 月 13 日（木）に開催されること。会長名でお祝いの

メッセージを送る予定であること。 

 

３． 協議事項 

（１） 新顧問選任について 

顧問候補（東北文化学園専門学校教員 医療情報管理科科長小島郁子先生、インテリア

科長増田学身先生）が紹介され顧問就任が承認されたこと。 

（２） 平成 25 年度事業計画について 

①. 同窓会予算運営方針として、現在管理する全予算について、副会長より事業計画に

沿った単年度の予算と基金とに切り分け運営する案が示され、協議の結果、二千万

円を基金とする案が示され承認されたこと。 

②. 同窓会総会について、平成 27 年 11 月の開催案が示され、協議の結果承認されたこ

と。今後、役員による準備委員会の設置、歴代自治会会長を招へいした実行委員会

の組織、開催までのスケジュール案、広報のための名簿の現状確認等の作業計画が

示されたこと。ｓ 



③. 同窓会広報活動について、東北文化学園専門学校の学園祭に参加する案が示され、

学園祭参加準備委員会の設置を検討すること。 

④. 上記①②③を踏まえ、以下の作業を進め次回の役員会で検討することとした。 

A) 予算案の策定 

 基金の申し合わせ案 

 予算書の策定 

・学園祭企画準備及び実施に係る予算 

・総会準備委員会設置に係る予算 

     パソコン  歴代自治会長との情報交換会の実施経費 他 

B) 事業計画  ※（  ）は主担当 

総会準備スケジュール立案（高橋顧問） 

学園祭企画立案および活動主旨共有のためのプレゼン資料（増田顧問 冨田） 

歴代自治会長名簿・学校設置変遷チャート・校歌テープ等の確認（冨田） 

活動推進キャッチコピー（全員） 

４． その他 

次年度に計画されている学校法人東北文化学園大学主催の「高校生コンテスト」（実績のある高校

生を対象としたデザイン設計コンペおよびスピーチコンテストを統合した取り組み）に協賛参加

し支援したいこと。この他、母校に対し、先輩として職業教育の一旦に貢献できる関わりを模索

していきたい等の意見交換がなされたこと。 

会の最後に立石会長より、総会開催や同窓会の新たな活動方針など、各位の積極的な意見・アイ

デアに感謝する。実現に向けて取り組んでいきたいと挨拶があった。 

 

５． 次回役員会開催日については 3月上旬を予定。 

以上 

 


